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○請頗趣旨

つくば市は、つくばエクスプレスの開業・首者[圏中央連絡道路の開通等により、多

くの企業から注目を浴び、市内に立地を希望する企業も多く、そのポテンシャルは、

県内卜迫
‐
―である。現在もTX沿線地域等の開発は順言月に進んでおり、少子化の中、人

口が増加している全国的にも稀有な白治体である。今後とも、研究学園都市をはじめ

としたつくばの資産を活かし、地域の課題を克服じていく持統可能都市を目指してい

るところである。



とラかとフながら、今般デルタ株・舅‐ミクロン株の2度にわたるコロナウイルスの感裟

拡大が、人々の生活に大きな影響をもたらしている。特に企業の業績に大きくのしか

かつている。市内多くの中小企業に疲弊が見られ、廃業に追い込まれている企業とが

多々見られる状況にある。つくば市が発展するためには、企業の存統そして企業の誘

致が重要礫題である。良質な雇用を冷1出 し、若ヤヽ人が地元に残れるように、また人を

呼び込めるような魅力的なまちにする必要がある。

つくば市商工会とつくば市は、多くの事業において、お五いに協力し、
・
市の経済発

展にも大いに_旨献してきた。コロナ禍において、今‐・度関係機関の協力体制を見直す

時期に来ていると思われる。簡工会と、県、市の経済部産業糠典腺や政策イノベィシ

ョン苦トスタートアップ推進窒等、それぞれの立場を超えて、市内企業へのより適切な

対応策や市内に立地したい企業のパックアップをしていく必要がある。

そのためには、それらを総合的に実施出来る場所と体制が必要である。現在市の中

央翻;には、「つくば中央警察署の静ダf、地Jがあり、茨城県の所有地である。同じ行政とし

て、関係機関がこの土地を有効活用し、茨城県全体の発展の為t今後のつくば市の経

済活性化のための礎となる場としていきたい。

O請願学瑛

つくば市の経済発展のため、つくば中央警察署の跡地の利活用を茨城県・、及び関係

機関と共に推進して頂きたい。


